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▶特集座談会では，小林正弥氏から「コミュニタ
リアニズム／公共善」についてお話をいただきまし
たが，いかがでしたか。看護職の皆さんにとってス
トンと腑に落ちる感じがあったのではないかと思い
ます。小林氏は，行った研究を実践の場で活用し
ていただくことが望外の喜びと話されましたが，座
談会で述べられた「共通の善を追求する」「共に
考え，共に行動する」というメッセージを，心の拠り
どころにしていただけますと幸いです。▶早いもの
で上半期が終わってしまいました。実は私，今年
の2月号の「編集後記」に，2015 年の目標を
「脱・自転車操業！」と書きましたが，現時点では
全く達成できていない状況です……。毎年，仕事
を前倒しで片づけて早めの冬休みを取得し，12
月に開催されるホノルルマラソンに出場したいと思
い続けているのですが，今年も夢で終わってしま
いそうな予感がしております……。� （小齋）

▶先日健康診断があり，3か月前よりも少々体重
が増えている事実にそれなりにショックを受けまし
た。そこで1日の総カロリーを減らすために，お昼
に買ってきたサラダを2人前食べることを始めたの
ですが，これが「今年の新人，サラダをすごい食
べているね」と私の知らないところで話題になって
いるそうです。▶そういう噂が立つこと自体は気に
しない性分なのですが，やはり「常に誰かしらに
は見られている」ということを改めて実感する出来
事でした。▶出所を失念しましたが，「見せたい自
分であり続ける」ことで，それに本当に近づけるそ
うです。しかし，「取り繕ってよく見せること」と「理
想に近づいてよく見せること」を取り違えてしまわな
いように注意したいですね。スマホを見て下ばかり
向いていないで，前をしっかり見つめて進みたいと
ころです。しかしながら，思っているだけでは痩せ
ないのは落とし穴です。� （宇津井）
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特集 1
2号連続「地域包括ケア」特集!!
地域包括的視点を重視した看護マネジメント“実践編”
お互いの強みを活かし，最後まで安心して暮らせる地域をつくるための知識と実践
前号に引き続き，地域包括ケアシステムの推進が本格化する中で，「ひとり勝ちを目指す」組織から，「お互い
の強みを活かし合う」組織へと向かうために，看護管理者の方 と々現在までの成果と課題を共有し，地域包
括的視点を志向する上で拠って立つべき知識と実践を提示する。後半企画となる9月号では，その“実践編”
として多様な取り組みの紹介に加え，地域包括ケアの体制づくりについて考察する。

在宅医療連携拠点事業「こぶしネット」から 
「よどきり医療と介護のまちづくり株式会社」発足までの成果

急性期病院による「心が通い合う」在宅医療連携の体制づくり◉三輪恭子
外来の医療チームが中心となった「在宅療養支援」◉樋口春美ほか
福島県立医科大学会津医療センター附属病院の外来支援◉児島由利江／永田智子
地域包括ケア病棟と高齢者救急病棟の 2 機能で， 
地域の高齢者医療を支える◉大下美智代
中規模ケアミックス型病院が展開する「生活支援型医療」

「癒す」「支える」「看取る」を満たす組織づくり◉出口まり子ほか
北海道における在宅療養連携事業
行政が中心となって地域包括ケア体制を整備する取り組み◉黒柳弘美

特集 2
「重症度，医療・看護必要度」とマネジメントの課題

地域包括ケアへの流れを踏まえ，2014 年度の診療報酬改定で見直された「重症度，医療・看護必要度」
について，転換期における看護管理上の課題，ならびに病院経営や病棟マネジメントにおける活用法を報告
する。
重症度，医療・看護必要度と看護管理の課題◉田中彰子
重症度，医療・看護必要度データを用いた病院の経営戦略◉武井純子
現場における管理行動の変化と看護師長の役割◉澤本幸子
巻頭
うちの師長会・主任会㉑　がん研有明病院
特別記事
東京大学医科学研究所附属病院における病棟再編の取り組み②座談会◉武村雪絵ほか

アカウントをお持ちの方は「看護管理」で検索し
ていただき，「いいね！」をお願いいたします。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◉twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いいたします。

facebookやってます！
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